
ロングホールだが距離はそれほど長くはなく、

またフェアウェイ上には木も少ないのでセンタ

ー狙いで攻めればパーは取りやすい。ティー

ショットは右に曲げるとラフから林に転がりや

すいので要注意。セカンドショットは高麗、ベン

トともセンターに落とし、花道から攻めるのが

ベスト。グリーン手前の２つのバンカーはいず

れも浅くできているが、ピンの位置によっては

バンカーから中距離になり、グリーンオーバー

は寄せが難しくなる。

右のサイドバンカーはロングヒッターなら届

く距離なので、曲げないように注意。ただし

ベントの場合、あまり左に打つとセカンドで

グリーンを狙えなくなってしまう。センターか

らやや右目が狙いどころ。高麗グリーンの

場合は、グリーン手前１１０ヤードの右ラフ

に入るとサードショットが難しくなるので絶

対に避けたいところ。グリーンは奥に下がっ

ているので、アプローチは高く打って球を手

前に止めるのがポイントになる。

アウトのミドルホールの中では最も距離の長

い難所。ティーショットはフェアウェイ中央の

ケヤキの左狙い。右はバンカーとさらに樹木

があるので、なんとしても避けたいところ。距

離がたっぷりあり、飛距離に自信のあるプレ

ーヤー以外は最初から３オン狙いで攻める

のが無難。特に、グリーン手前中央のバンカ

ーからグリーンまでは４０～５０ヤードあるた

め、ここに入れると寄せに苦労する。高麗グ

リーンは奥に向かって長く、また右が下がっ

ているので、ピンの位置をしっかり確認してお

く必要がある。

高麗とベントでは攻め方がまったく違う

ショートホール。高麗グリーンは奥が

高く受けているため球は止まりやすい

が、距離が短いと右のバンカーに入り

やすい。また風の影響が大きく、特に

冬はアゲインストが多いのでクラブの

選択を慎重にしなければならない。ベ

ントグリーンは距離が短く、比較的やさ

しいが、左は避けたほうが安全。バン

カーを超えてラフに入ると樹木も多く、

寄せが難しくなる。

やや左ドッグレッグのミドルホール。ティ

ーショットはセンター狙い、特に高麗

は左を狙いたいところだが距離が足り

ないと前方の松にさえぎられてセカン

ドが打てなくなる。右はやや前上がり

なので、クラブの選択と距離の計算に

注意。グリーンサイドのバンカーはど

ちらも深め、またベントは手前が右に

傾斜しているため、特に方向を慎重に。

最も距離のあるホール。ティーショットは思い

切り打てるが、狙いは松の木のやや右。セカ

ンドショットでは、フェアウェイを２分する杉並

木がポイントになる。高麗グリーンの場合、

杉並木の左を狙いたくなるが、木が立ちふさ

がりサードショットで苦労する危険が大きい

だけに、やはり杉並木の右に落としておくの

が無難。ベントの場合も同様、セカンドのフェ

アウェイウッドの使い方が大きなカギとなる。

また、ロングヒッターは正面のケヤキに注意。

落としどころによってはスタイミーになる可能

性が大きい。



２グリーンではあるが、攻め方は１グリーン

そのものである。高麗グリーンは幅があり、

ピンの位置によって難易度がまったく違うが、

安全策を採るとすればグリーン中央狙いが

無難。特にグリーンをオーバーすると奥のバ

ンカーに入りやすく、アプローチが難しくなる。

ベントは受けグリーンだが、球が低すぎると

手前のバンカーにつかまりやすい。高く上げ

て止める球がベスト。左花道からころがして

乗せるのもわるくない

ロングホールとしては距離は決して長くなく、

比較的パーがとりやすい。ロングヒッターに

とっては醍醐味のあるホールだ。とはいっ

ても大きなスライスやフックは禁物。あくま

でもフェアウェイセンター狙いが基本となる。

特にティーショットでスライスすると、右の林

の中まで転がってしまう可能性が大きい。

セカンドは左のバンカーさえ注意すれば比

較的打ちやすく、サードショットはグリーン

オーバーを避けること。障害物はないが、

ピンに寄せるのが難しくなる。

ショートホールは、面積に余裕があってはじめ

て可能な独自の設計。他のショートホールと同

様、高麗グリーンとベントグリーンとではティー

グラウンドがまったく別に設けられている。高

麗グリーンは距離は長くはいが、グリーンオー

バーはＯＢ線が近いので要注意。左側に花道

があるが、左へ傾斜しているのでこぼれやす

い。またグリーンには微妙なアンジュレーション

があり、タッチが難しい。ベントグリーンは距離

もあり、曲げると左右のバンカーに入りやすい。

幅も決して広くないので、方向に注意したい。

距離は長くないが、左右から池が迫

り、ティーショットはプレッシャーがか

かる。ティーショットは右のカシの木

狙いが安全。ただし、フェアウェイセ

ンターでも飛距離が出ないと、セカ

ンドショットはかなりの打ち上げとな

る。高麗は絶対に右に曲げないこと

がカギ。距離が出ないときのセカン

ドショットは左下がりになるので右に

出やすい。

ティー シ ョットは や や 右 に落 とすの が

安 全 。左 に曲 げ ると、高 麗 グリー ン

の 場 合 、セカンドでグ リー ンを狙 うの

は 困 難 。特 にピンが 左 にある場 合 は

ますます難 しくなる。右 が た っぷ りと

広 いだけ に 、ここは や は り右 めに落

としてお くの が 確 実 だ。グ リー ンは 、

高 麗 は 幅 は あるが 奥 行 きが ないの

で 、グ リー ンオー バ ー に注 意 。また

ベントは 、右 に押 し出 すとガ ー ドバ ン

カー につ か まってしま う。

やや右にドッグレッグしているがパー

の取りやすいホール。セカンドショット

次第ではバーディも狙える。ティーショ

ットは左奥バンカーが狙い目。ただし

ハードヒッターは、やや右を狙った方

が安全である。高麗グリーンは、セカ

ンドを手前のバンカーに入れやすい

ので注意。また、手前からのパットは

ショートしやすいので、強めに打つよ

うにしたい。



右にややドッグレッグ、グリーンはブライン

ドになっているので、ティーショットの目標

は松のやや右目がベスト。右に曲げるとケ

ヤキやイチョウが障害になってグリーン方

向は狙えない。反対に左は松のところから

下りでラフへ。高麗、ベントともグリーンは

バンカーで囲まれているが、セカンド、サ

ードショットは比較的打ちやすい。それだ

けにティーショットの方向が大きなポイント

になる。

高麗、ベントともに池越えのショート

ホール。池には噴水があり美しいホ

ールだが、その反面、非常に難しい。

高麗グリーンは中央花道の左に大き

なツバキ、右には受け口のバンカー。

右にはずしても寄せはそれほど難し

くはないが、オーバーすると寄せで球

が止まらない。ベントともグリーンは

手前から奥に３０ヤード近くあり、ピン

の位置によっては一番手は違う。風

の計算とクラブの選択は慎重に。

右サイドバンカーは十分に越えられる

距離だが、４本のケヤキが立ちふさがっ

ているので、ティーショットは一番内側

のケヤキの左側がベストポジション。

ただ、飛距離に自信のあるロングヒッ

ターなら、ここは一発バンカー超えを

狙いたい。ベントの場合、セカンドショッ

トは短いが、手前の松がクセ者。バン

カーも浅くはないので、高い球で超え

る自信がなければ３オン狙いのほう

が安全である。

距離のたっぷりあるミドルホール。フェアウェ

イにバンカーはないが、ティーショットは左

の池にまどわされやすい。また落下地点付

近はアップヒルで、特に左半分はランがな

い。反対に右半分はランはあるが、セカンド

ショットで立ち木が気になる。ここはやはり、

やや左狙いが安全だ。グリーンサイドにバ

ンカーはないが、そのかわりに要所要所に

松の木があり、落としどころによってはスタ

イミーになることも。距離に自信がなければ、

最初から３オン狙いで攻めるのが賢明。

右にドッグレッグ、サイドバンカーは十

分に届く距離にあり、その先は大きなケ

ヤキがあるので、ティーショットはやや

左目が狙い。ただし左に大きく曲げると

林が深い。あまり右に打つとベントでは

グリーンが狙えない。ロングヒッターで

も曲げてしまうと必ずしも有利とはいえ

ないホールだ。グリーンは高麗、ベント

とも奥に長いが幅が狭いので、正確な

ショットが要求される。特に高麗は中央

が高くなっているので、ピンの位置によっ

ては３パットも覚悟しなければならない。

ティーシ ョットは立ち木もバンカー

もないが 、そのか わ り左右の池

が プレッシャーをか ける。とりあえ

ずはセンター狙 いが ベス トだ。ま

たロングヒッターは正面のバンカ

ーに注意 。フェアウェイ中 央が 低

く、上がりきったところがグリーン。

ピンの位置 を見 極めないと距離

間が 難しい。特に 、中 央にあるバ

ンカーに入れると寄せが 困 難 。距

離が 短いので油 断 しが ちだが 、ピ

ンの位置 によっては極端に難しく

なるホールだ。


